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6–7μ，幅 3–4μ で，先端はくちばし状にとがる．小
歯の先端は直上ではなく，30° ほど後方へ傾く．

これに接する前翅内面中程には，体軸に沿って縦
長の，長卵形のパッチが見られる（図 4B）．サイズ
は長さ約 800μ，幅約 400μ で，第 3 腹節のパッチよ
りもわずかに大きい．拡大写真（図 4D）で見ると，
小歯は非常に規則的でほぼ真下へ向かっており，細
長く，先端へ向かって細まり，先端はとがる．小歯
のサイズは長さ 6–7μ，幅 3–4μ である．

考察
上記の結果に示した通り，クロヒメトゲムシに

は，体幹部と前翅との間に，結果 1）の a–c に示さ
れる 3 組の前翅固定装置が認められた．a と b の 2
組は，他の甲虫種にもみられるが，c の固定装置は，
他では全く発見されていない．またこの固定装置 c
は，固定装置 b の後方に位置し，そのメカニズム
についても同様と思われるが，小歯の方向が b と
は正反対である．すなわち固定装置 b では，体幹
部のパッチでは小歯が下方を向き，前翅内面のパッ
チではほぼ上方を向く．しかし，固定装置 c では，
体幹部のパッチでは小歯がほぼ上方を向き，前翅
内面では下方を向いている．このように，互いに
逆向きの方向性をもったパッチが前後に続く構造
を，本稿では「逆相二連式」前翅固定装置と呼んだ．

それではこの逆相二連式の固定装置はどのよう
な機能をもっているのだろうか？　逆相二連式で
あるがゆえに，この二組の固定装置は，同時に固
定したり，同時に解除することはできない．前方
を固定した後に後方を固定する，あるいはその逆

が考えられる．しかし，そうまでして逆相二連式
でなければならない理由が明白ではない．逆相二
連式であれば，単純な一組よりも明らかに固定機
能は強化される．2 つあるうちのどちらか一方を解
除しなければ，もう一方は開けない．しかしカブ
トムシをはじめとする他のさまざまな甲虫にはそ
のような装置が不要で，クロヒメトゲムシだけに
それが必要である理由が不明のままである．この
点が，今後重要な論点になってくるものと考えら
れる．
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【短報】ケマダラヒメコクヌスト徳之島の記録
ケ マ ダ ラ ヒ メ コ ク ヌ ス ト Ancyrona shibatai 

Nakane の徳之島産
を所有しているの
で新分布として報
告する．沖縄生物
学会（2002）によ
ると，徳之島から
の記録はないよう
だ．

1ex., 鹿児島県徳
之島天城町三京 , 3. 
V. 1975, 杉 野 広 一
採集．

分布：屋久島（田
中，2011）， 奄 美

大島，徳之島（新分布）．
本個体は杉野氏が，ビーティングで 2 頭採集し

たうちの 1 頭を恵与してくださったものである．
報告にあたり，杉野広一氏にお礼を申し上げる．
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図1．徳之島産ケマダラヒメコクヌ
スト．


